
一般社団法人全日本ろう者空手道連盟 

強化委員会規程 
 

（総則） 

第１条 一般社団法人全日本ろう者空手道連盟（以下「当法人」という）の強化委員会について定

める。 

 

（目的） 

第２条 強化委員会は、デフリンピック競技大会・世界ろう者選手権大会、アジア太平洋ろう者競

技大会等の国際大会でのメダル獲得およびスキルアップと育成強化を目標として、選手の強

化活動を行う。 

 

（基本活動） 

第３条 強化委員会は前条の目的達成のため、次の活動を行う。 

（１）日本パラリンピック委員会（ＪＰＣ）および一般財団法人全日本ろうあ連盟スポーツ委員会

との連動 

（２）公益財団法人全日本空手道連盟との連携 

（３）強化方針及び強化計画の策定 

（４）強化活動の企画及び実施 

（５）強化指定選手及び日本代表選手選考に関すること 

（６）強化スタッフとの連携に関すること 

（７）選手育成及び普及に関すること 

（８）指導者育成に関すること 

（９）マスコミ及びスポンサーへの対応 

 

（強化委員会の組織） 

第４条 強化委員会の構成は次の通りとする。 

（１）委員長 １名 

（２）副委員長 １名 

（３）委員 若干名 

 

（委員長） 

第５条 委員長は、強化委員会を統括し、次の業務を行う。 

（１）強化方針及び強化計画の策定に関すること 

（２）強化事業の総合調整に関すること。 

（３）強化委員会の招集及び運営に関すること。 

（４）強化スタッフとの連携及び調整に関すること。 

（５）強化活動に関する事項について、理事会へ報告及び提案を行うこと。 

（６）その他、強化委員会運営に必要な事項。 

 

 



（副委員長） 

第６条 副委員長は、委員長を補佐し、強化委員会運営及び強化事業の円滑な実施を支援する。 

２ 委員長に事故あるとき、又は委員長が欠けたときは、委員長があらかじめ指名した副委

員長がその職務を代行する。 

 

（委員の選任） 

第７条 委員長、副委員長及び委員は、理事会の承認を得て代表理事が委嘱する。 

 

（理事の兼務） 

第８条 理事は、理事会の承認を得て強化委員会の委員を兼ねることができる。この場合、当該理

事は強化委員会委員としての立場において強化委員会の職務を行うものとする。 

２ 前項により強化委員会委員を兼ねる理事は、日本代表選手選考その他利益相反が生じる

おそれのある事項について、公正性及び中立性を損なわないよう適切に対応しなければ

ならない。 

 

（会議） 

第９条 強化委員会は、必要に応じて委員長が招集する。 

２ 委員長は、必要があると認める時は、強化スタッフその他関係者の出席を求めることが

できる。 

３ 強化委員会は、委員総数の過半数の出席により成立する。 

４ 強化委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数の場合は委員長が決す

る。 

 

（日本代表選手の選考） 

第１０条 日本代表選手の選考については、別に定める日本代表選手選考規程による。 

 

（活動費用） 

第１１条 強化委員会に関する費用弁償および謝金等については、別に定める謝金規程等による。 

 

（任期） 

第１２条 委員の任期は２年とし、再任を妨げない。 

 

 

附 則 

本規程は2021年４月１日から施行する。 

 

一部微修正 2025 年１月15日（法人名変更による） 

全部改定 2026年5月18日 

 


